
国
土
基
盤
か
ら
の
利
活
用

「
維
持
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と
を
前

提
に
、
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
か
を
具
体

的
に
考
え
始
め
た
」
。
北
海
道
開
発
局

事
業
振
興
部
技
術
管
理
課
の
坂
憲
浩
技

一
術
管
理
企
画
官
は
、
将
来
を
見
据
え
て

多
角
的
に
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ

リ
ン
グ
)
の
導
入
検
討
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
明
か
す
。

開
発
局
を
挙
げ
て
動
き
出
し
た
の
は

2
0
1
3年
6
月
。
国
土
地
理
院
と
連

携
し
た
横
断
組
織
『
地
理
空
間
情
報
活

用
推
進
チ
!
ム
』
を
発
足
さ
せ
、
そ
の

中
で
C
I
M
活
用
を
重
点
テ
!
マ
の
ー

っ
と
し
て
位
置
付
け
た
。
発
足
時
に
開

い
た
講
演
会
で
は
、
岡
本
博
国
土
地
理

院
長
や
高
松
泰
北
海
道
開
発
問
長
な
ど

か
ら
G
I
S
(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

と
C
I
M
の
連
携
効
果
が
提
案
と
し
て

一
ボ
さ
れ
、
そ
れ
が
開
発
局
内
で
具
体

の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
合
図
と

な
っ
た
。

日
年
度
に
4
件
の
設
計
業
務
を
C
I

M
試
行
対
象
に
定
め
た
開
発
局
で
は
、

道
路
の
予
備
設
計
と
橋
梁
の
詳
細
設
計

に
加
え
、
橋
梁
2
件
の
耐
震
補
強
設
計

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
入
れ
た
。
単
純
土

工
の
道
路
詳
細
設
計
を
対
象
に
し
た
ロ

年
度
の
試
行
で
「
C
I
M
の
感
触
を
つ

か
ん
だ
」
(
長
田
直
樹
建
設
部
道
路
建

設
課
道
路
技
術
係
長
)
こ
と
か
ら
、

順
を
追
っ
て
導
入
対
象
を
広
げ
た
格

好
だ
。あ

え
て
耐
震
補
強
設
計
を
選
ん
だ
背

景
に
は
、
維
持
管
理
段
階
の
C
I
M活

用
に
ど
の
よ
う
な
デ
!
タ
が
必
要
に
な

る
か
を
探
る
狙
い
が
あ
る
。
既
存
構
造

物
の
現
況
を
3
次
元
モ
デ
ル
化
し
た
上

で
、
落
橋
防
止
な
ど
の
対
策
を
可
視
化

に
よ
っ
て
詳
細
に
検
証
。
点
検
結
果
も

踏
ま
え
、
維
持
管
理
を
想
定
し
た
情
報

の
使
い
方
も
整
理
す
る
。

開
発
局
に
は
、
将
来
に
向
け
た
構
想

が
あ
る
口
坂
氏
は
「
建
設
か
ら
維
持
管

理
を
通
じ
た
デ
!
タ
活
用
以
外
に
、
自

然
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
も
有
効
活
用

で
き
な
い
か
と
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら

の
C
I
M活
用
を
考
え
て
い
る
」
と
説

明
す
る
。
国
土
地
理
院
が
提
供
す
る
数

値
標
高
モ
デ
ル
の
基
盤
地
図
情
報
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
、

c
I
M
の
関
連

情
報
を
集
約
す
る
も
の
だ
。

浸
水
想
定
区
域
や
道
路
管
理
施
設
情

国
土
地
理
院
と
連
携
し
、

c
l
M
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
を
検
討
し
て
い
る

報
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
個
別
に

存
在
し
て
い
た
既
存
デ
i
タ
を
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
対
策
や
予

防
保
全
の
広
域
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
に
な
る
。
既
存
構
造
物
の
図

面
類
や
測
量
、
工
事
関
連
の
台
帳
も
合

【建設ICT】

1.日 経売 2.朝日 3.毎日

4.読産 5.岐阜 6.中日

7. 経 8.建静岡 9.伊勢
10.中部経済 11. 通 12.日刊工業

。建建設通信業 14信濃毎日 15.日本海事
16. 設工
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わ
せ
れ
ば
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
網

羅
し
た
国
土
管
理
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す

る。
既
に
開
発
局
で
は
浸
水
想
定
区
域
の

解
析
や
防
災
リ
ソ
ー
ス
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
、
基
盤
情
報
を
活
用
し
た
独
自
の

試
み
を
展
開
中
。
道
路
施
設
情
報
を
も

と
に
、
津
波
警
報
発
令
時
に
通
行
止
め

区
間
を
指
し
示
す
シ
ス
テ
ム
検
討
も
具

体
提
案
と
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
も
そ

も
幅
・
奥
行
・
高
さ
の
X
Y
Z座
標
を

も
っ
c
I
Mデ
!
タ
は
¥
3次
元
地
理

空
間
情
報
の
基
盤
に
合
致
さ
せ
や
す

く
、
シ
ス
テ
ム
連
携
が
容
易
だ
。

個
別
構
造
物
を
対
象
に
進
む
C
I
M

の
試
行
検
討
に
並
行
し
な
が
ら
、

c
I

M
の
基
盤
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
検
討

に
も
乗
り
出
し
て
い
る
開
発
局
。
将
来

像
と
し
て
思
い
描
く
の
は
、
災
害
対
策
一

だ
け
で
は
な
い
。
基
盤
情
報
に
人
口
統
一

計
や
分
野
別
生
産
デ
i
タ
を
組
み
込
め
一

ば
、
建
設
事
業
そ
の
も
の
の
経
沼
町
幼
果
一

や
投
資
効
果
も
把
握
で
き
る
。
坂
氏
は
一

「
何
を
目
的
に
す
る
か
に
よ
り
、

C
I
一

M
デ
ー
タ
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
一

る
」
と
考
え
て
い
る
。
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